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I
T
に
興
味
は
あ
る
も
の
の
、
具
体

的
な
行
動
と
な
る
と
的
確
な
相
談
相
手

が
見
つ
か
ら
ず
足
が
止
ま
っ
て
し
ま
い

が
ち
だ
。
し
か
し
、
も
し
金
融
機
関
が

背
中
を
押
し
て
く
れ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
？
 

　
愛
知
県
名
古
屋
市
の
中
小
企
業
金
融

公
庫
名
古
屋
支
店
で
は
、2
0
0
4
年

春
か
ら
、
取
引
先
経
営
者
に
I
T
を
活

用
し
た
経
営
改
革
を
積
極
的
に
呼
び
か

け
て
い
る
。I
T
関
連
イ
ベ
ン
ト
や
経

営
者
研
修
会
を
案
内
し
、I
T
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
を

増
や
し
て
い
る
の
だ
。 

　
金
融
機
関
か
ら
の
「
I
T
経
営
の
ス

ス
メ
」
は
経
営
者
の
迷
い
を
行
動
に
変

え
る
触
媒
と
な
っ
た
。 

　
 

　
 

　
 

　
２
０
０
４
年
６
月
に
名
古
屋
で
開
催

さ
れ
た
中
小
企
業
Ｉ
Ｔ
化
推
進
フ
ェ
ア
。

そ
の
講
演
会
場
に
は
４
５
０
名
も
の
参

加
者
が
集
ま
っ
た
。
Ｉ
Ｔ
系
の
イ
ベ
ン

ト
で
は
全
国
で
も
珍
し
い
来
場
者
数
だ
。

会
場
で
は
名
古
屋
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
セ
ン

タ
ー
内
の
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
組
織

「
Ｎ
Ｓ
Ｃ
―

Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
」
の
メ
ン
バ
ー
が

講
演
や
個
別
相
談
会
を
実
施
、
相
談
会

に
参
加
し
た
10
企
業
の
う
ち
の
３
社
が

具
体
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
契
約
に

至
っ
た
。
現
在
、
情
報
化
に
よ
る
経
営

改
革
に
取
り
組
み
中
だ
と
い
う
。 

　
ま
た
、
そ
の
後
に
同
組
織
の
メ
ン
バ

ー
が
実
施
し
た
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
事
業
の
経

営
者
研
修
会
（
本
年
度
か
ら
は
Ｉ
Ｔ
経

営
応
援
隊
の
経
営
者
研
修
会
）
に
は
、

定
員
の
20
名
を
上
回
る
参
加
希
望
者
が

あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
「
Ｉ
Ｔ
投
資
に
対

す
る
意
識
の
高
い
経
営
者
の
方
々
に
来

て
い
た
だ
い
た
」
と
Ｎ
Ｓ
Ｃ
―

Ｉ
Ｔ
Ｃ

Ｃ
事
務
局
長
の
江
坂
昭
氏
は
言
う
。 

　
確
か
に
、
人
数
だ
け
多
く
て
も
興
味

の
薄
い
人
ば
か
り
で
は
、
マ
ッ
チ
ン
グ

も
う
ま
く
い
か
な
い
。
意
欲
あ
る
経
営

者
が
足
を
運
ん
だ
背
景
に
は
、
中
小
企

業
金
融
公
庫
名
古
屋
支
店
の
働
き
か
け

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｔ
経
営
へ
の

潜
在
ニ
ー
ズ
を
ど
う
や
っ
て
キ
ャ
ッ
チ

で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。 

　
 

　
 

　
 

　
大
野
晴
久
支
店
長
の
言
葉
の
中
に
そ

の
秘
密
が
あ
っ
た
。 

　「
私
ど
も
で
は
担
当
者
そ
れ
ぞ
れ
が

70
か
ら
１
０
０
社
の
企
業
を
受
け
持
ち
、

頻
繁
に
訪
問
し
て
経
営
者
の
方
と
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
意
思
疎
通
に

よ
る
信
頼
関
係
が
、
お
取
引

の
ベ
ー
ス
に
あ
り
ま
す
」 

　
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
ー
・
フ

ェ
イ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
重
ね
、
取
引
先
と
深

く
知
り
合
う
中
で
、
Ｉ
Ｔ
に

対
す
る
興
味
を
引
き
出
し
、

参
加
意
欲
を
高
め
た
の
だ
。

企
業
を
訪
問
す
る
担
当
者
に
は
説
明
会

を
実
施
し
、
Ｉ
Ｔ
経
営
や
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た

と
い
う
。 

　
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア
の
案
内
に
あ
た

っ
て
は
、
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
ア

ン
ケ
ー
ト
に
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
質
問
項
目

を
設
け
Ｉ
Ｔ
活
用
に
関
心
を
持
つ
企
業

を
事
前
に
把
握
す
る
な
ど
、
準
備
も
念

入
り
に
行
っ
た
。 

　「
お
客
様
の
悩
み
事
を
伺
っ
て
、
分

野
ご
と
に
解
決
の
入
口
に
お
連
れ
す
る

の
も
私
ど
も
の
仕
事
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
先
は
専
門
家
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
。
Ｉ
Ｔ
の
課
題
で
あ
れ
ば
、
Ｉ
Ｔ
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
へ
と
な
る
わ
け
で
す
」

―
―
同
支
店
の
野
田
祐
司
融
資
総
括
副

長
は
融
資
先
企
業
へ
の
「
人
」
や
「
情

報
」
の
紹
介
も
金
融
機
関
の
役
目
だ
と

言
う
。 

　
融
資
先
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
を
追
求
し

た
結
果
の
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
。
つ
ま
り
、
そ
れ
だ
け
Ｉ

Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
へ
の
期
待
も
高
い

と
い
う
こ
と
だ
。 

　
こ
れ
ら
の
出
会
い
を
生
か
し
て
数
件

の
企
業
と
顧
問
契
約
を
結
ん
で
い
る
Ｉ

Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
水
口
和
美
氏
は
、

１
年
を
振
り
返
り
「
経
営
者
研
修
会
で

は
経
営
者
や
Ｃ
Ｉ
Ｏ
、
経
営
幹
部
の
方

が
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
具
体
的
に
討
議

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
他
社
や
別
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
の
方
の
意
見
を
聞
く
こ
と
で

さ
ま
ざ
ま
な
「
気
づ
き
」
が
生
ま
れ
ま

す
。
今
後
は
、
機
会
を
さ
ら
に
増
や
す

と
と
も
に
、
き
ち
ん
と
成
果
を
出
し
て

い
く
の
が
我
々
の
使

命
で
す
」
と
力
強
く

語
っ
た
。 

　
企
業
、
金
融
機
関
、

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
そ
れ
ぞ
れ
に
利
益

が
も
た
ら
さ
れ
る
Ｗ

Ｉ
Ｎ
―

Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
モ
デ

ル
が
、
こ
こ
名
古
屋

で
は
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。 
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Ｔ
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ITコーディネータ紹介 

中小企業金融公庫　名古屋支店 
大野晴久　支店長（写真右）と 
野田祐司　融資総括副長 

名古屋ソフトウェアセンター　NSC-ITCC 
江坂昭 氏（写真右）と水口和美 氏 
URL：http://www.nagoya-sc.co.jp/

 
　ITコーディネータとして自立的なビジネスを展開。
江坂氏は愛知県中小企業振興公社、サブマネー
ジャーの顔も持つ。水口氏は株式会社ARUの経
営者でもあり、またIT経営応援隊の教科書作成ワー
キンググループメンバーとしても活躍中（6月に発
表されたIT経営教科書β版には水口氏がコンサ
ルティングを行っている大津鉄工の事例が掲載さ
れている）。 
　企業と個別契約を結びコンサルティングを担当
する際には人材育成、特に幹部研修を実施するケー
スが多いという。「幹部がいっせいに育つと会社
のレベルが上がる。人間系はすぐ効果が出る」（江
坂氏）との理由からだ。企業の課題に沿った個
別の研修セミナーを実施できるところが、NSC-
ITCCメンバーの強みと言えそうだ。 
　2005年6月8日に開催された「IT経営応援隊in
名古屋」では、これまでの取り組みを紹介する講
演会が開かれ、大盛況だった。 
　大野支店長は「ITコーディネータはITと経営の
両方に強い人材ですが、特に経営に強くないと
経営者に受け入れてもらえません。その点すばら
しい方々」と両氏の活動を評価している。 

　
I
T
が
言
わ
れ
始
め
て
約
10
年
。
長
い
歴
史
が
あ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
初
の
こ
ろ
は
中
小
企
業
サ

イ
ド
で
は
「
I
T
は
ま
だ
関
係
な
い
」
と
い
う
状
況
で

し
た
が
、
発
注
側
は
ど
ん
ど
ん
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
依
頼
を
し
て
く
る
。
も
う
、I
T
な
し
で
は
仕
事

に
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
中
小
企
業
が
I
T
を
使

う
の
は
当
然
、
そ
う
で
も
し
な
け
れ
ば
厳
し
い
環
境
で

生
き
残
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。 

　
し
か
し
、
Ｉ
Ｔ
活
用
は
受
発
注
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自

社
の
経
営
に
用
い
る
と
ど
う
な
る
か
と
い
う
発
想
で
捉

え
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
経
営
者
は
も
と
よ
り

経
営
陣
全
体
、
で
き
れ
ば
課
長
ク
ラ
ス
ま
で
意
識
改

革
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

　
個
別
の
企
業
が
具
体
的
に
何
を
す
る
か
と
い
う
段
階

で
は
、
I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
役
割
は
大
き
い
。
I
T

は
工
場
の
機
械
と
違
っ
て
ど
う
や
っ
て
動
い
て
い
る
か
見

え
に
く
い
と
い
う
性
質
上
、
特
に
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト

は
有
効
で
す
。 

　
幸
い
、
こ
の
地
域
は
勉
強
熱
心
で
意
欲
の
高
い
経
営

者
の
方
が
多
い
土
地
柄
で
す
。
お
客
様
の
「
成
果
」

を
皆
様
に
お
伝
え
す
る
こ
と
で
輪
を
広
げ
、
愛
知
県

全
体
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
や
は
り
一
度
は
セ
ミ
ナ
ー
や
経
営
者
研
修
会
に
参
加
を
。

ま
ず
行
っ
て
み
な
い
と
始
ま
り
ま
せ
ん
。 

「
企
業
経
営
に
と
っ
て
Ｉ
Ｔ
と
は
？
」 

　
　
　
中
小
企
業
金
融
公
庫
名
古
屋
支
店
 

　
　
　
　
　
大
野
晴
久
　
支
店
長
に
聞
く
 

中小企業金融公庫とは  

名古屋ソフトウェアセンター 中小企業金融公庫 
名古屋支店 

情報交換、 
ITC活動 
への理解 ITコーディネータによるコン 

サルティング組織NSC-ITCC

I
T
 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
 参加 

訪問・働きかけ 

経
営
者
 

担当者 

意欲ある企業 
（取引先等） 

実施 

ITセミナー・相談会 
経営者研修会 

ITセミナー・相談会 
経営者研修会 

＜名古屋支店について＞ 
名古屋市中村区名駅3-25-9 
堀内ビル8階 
　現在、約1600社と取引中。IT活
用促進資金の貸付は年々融資額
が伸びており、また、支店内総融
資額に占めるIT貸付の割合は全国
平均より高い数値を示している。 
　同支店では担当者が企業に積
極的に足を運び面談する「フェイス・
トゥー・フェイス」の意思疎通に努
めている。IT活用セミナーや経営者
研修会へ多くの企業が足を運んだ
のも、こうした基盤があってこその
結果と言える。 

情報化コンサルティング 
幹部研修など 

情報化コンサルティング 
幹部研修など 

IT活用活用による成果る成果へ IT活用による成果へ 

　中小企業金融公庫は全額政府出資で設立された政策金融機関。
特別貸付を中心とした長期・固定金利が特徴である。IT関係では、「IT
活用促進資金」という特別貸付が設定されている。 
　貸付以外にも企業診断や経営革新事例提供など、幅広いサー
ビスが展開されている。店舗は全国に61箇所。 
URL：http://www.jasme.go.jp

▲中小企業金融公庫で発行している事例集 

IT経営応援隊（2005年7月） 

　
企
業
経
営
者
と
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
が

い
か
に
出
会
う
か
―
―
き
っ
か
け
作
り
は
、

ど
の
地
域
で
も
抱
え
る
共
通
の
課
題
だ
。

愛
知
県
名
古
屋
市
で
は
、
金
融
機
関
と
Ｉ

Ｔ
Ｃ
組
織
の
連
携
で
、
こ
う
し
た
機
会
の

創
出
に
成
果
が
見
え
て
い
る
。 
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Ｔ
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